
平成18年度人事行政の運営等の状況の公表
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増加数 主な増減理由平成18年 平成19年

　平成18年度における本市の人事行政の運営等の状況について、男鹿市人事行政の
運営等の状況の公表に関する条例（平成18年条例第15号）第4条の規定に基づき、
次のとおり公表する。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　平成20年2月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男鹿市長　　佐　藤　一　誠

１　任免及び職員数の状況等

(1)職員数の状況 （各年4月1日現在、単位：人）

※職員数は一般職の職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員等を含み、
　臨時的任用職員を除きます。



分限免職 死亡退職

一 般 行 政 職 25

技 能 労 務 職 1

医 療 職 10

計 36

区　分

上 級 行 政

採用数

保 育 士

上 級 文 化 財 1人

計普通退職 懲戒免職

16 6 3

定年退職 勧奨退職

その他

2

初 級 行 政

初 級 土 木

8

1

職　種

18 7 11

3人

1人

2人

1人

(3)平成18年度職種別事由別退職者数 (単位：人)

※一般行政職とは一般事務職、一般技術職などをいい、技能労務職とは自動車運転手、
校務員などをいい、医療職とは、医師、看護師などをいいます。

(2)平成18年度実施職員採用試験による採用者数

※技能労務職の採用計画については、退職者不補充を基本としています。
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２　給与の状況

(1)人件費の状況 （平成18年度普通会計決算統計より）

※人件費には、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

(2)職員給与費の状況 (平成19年度普通会計12月補正後予算)

※職員手当は､扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当、管理職手当、宿日直手当、
　特殊勤務手当の各種手当で、退職手当を含みません。

(3)ラスパイレス指数の状況

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料月額を１００とした場合の地方公務員の
　給与水準を示した指数です。
※給与水準を比較する方法には、職員一人あたりの平均の給料額を比較する方法もあ
　りますが、団体によっては年齢層の高い職員が多い場合は、一人あたりの平均の給
　料額が高くなるため、職員の構成によって大きな差が生じてしまいます。
　ラスパイレス指数は、職員構成を学歴別、経験年数別に区分して、地方公共団体の
　職員構成を国の職員構成と同一と仮定して比較しているので、より精緻な比較がで
　きます。



平均給料 平均給与 平均年齢
区　分

一般行政職
322,400円 362,079円 44.02歳

技能労務職
304,000円 323,077円 49.05歳

一般行政職

区　分 初任給

経験年数別平均給料月額

10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

高校卒 140,100円 226,500円

大学卒 172,200円 264,800円

技能労務職

297,400円 364,700円

高校卒 137,200円 235,200円 257,700円 275,200円

255,900円 315,800円

(4)平均給料月額等 (平成19年4月1日現在)

※給与とは、給料の他に支給されている扶養手当、住居手当、通勤手当などの諸手当を加
　えたものをいいます。

(5)初任給の状況・経験年数別の平均給料月額 (平成19年4月1日現在)



区分

標準的
職務内容

職員数

構成比

41.340月分

59.280月分

59.280月分

職員全体に占める手当支給職員の割合 11.2%

１人当たり平均支給額 1,230千円 25,969千円

区　分 平成17年度

支給対象職員１人当たり平均支給年額 6,702円

支給総額

職員１人当たり支給年額

70,479千円 65,562千円

226千円 216千円

平成18年度

最高限度額 59.280月分

支給割合

勤続20年 23.500月分

勤続25年 33.500月分

勤続35年 47.500月分

合　計 3.00ヵ月分 1.450ヵ月分

区　分
退職事由

自己都合 勧奨・定年

区　分 期末手当 勤勉手当

支給割合

6月支給 1.40ヵ月分 0.725ヵ月分

12月支給 1.60ヵ月分 0.725ヵ月分
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(6)一般行政職の級別職員数の状況 (平成19年4月1日現在)

(7)手当の状況
①期末・勤勉手当 (平成18年度)

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有（5～15％）

②退職手当 (平成18年度)

③時間外勤務手当

④特殊勤務手当（平成18年度）
1）支給状況

※普通会計分

※普通会計分



1日
1日
1日
1日

1回
1日

支給限度額　24,500円

家賃23,000円以下
　　　　 家賃－12,000円

支 給 額

13,000円

6,500円

11,000円

5,000円加算

支給限度額　55,000円

支　給　額

200円
4時間未満　200円
4時間以上　300円

200円
行旅病人　1人につき1,000円

行旅死亡人　1体につき2,000円
200円

公営企業の状況-①病院事業に掲載
　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　〃

500円
200円

16歳から22歳（1人につき）

配偶者

配偶者以外（１人につき）

手当の種類

市税事務に従事
感染症防疫作業に従事

福祉事務所に勤務する現業職員
行旅病人及び行旅死亡取扱いに従事

用地交渉に従事
夜間看護等手当
診療に従事
危険業務に従事
清掃施設に従事
特殊自動車の運転業務に従事

手当名 区　　分

副議長 379,000円

区　　分 給料（報酬）月額

給
料

報
酬

議　員 363,000円

家賃23,000円を超える
(家賃-23,000円)÷2+11,000円

(支給限度額　27,000円)

2,500円

議　長 424,000円

期末手当

市　長 858,000円

副市長 646,000円 （平成18年度支給割合）

 6月期　1.60月分
12月期　1.75月分
　　計　3.35月分

住居手当

持家（新築から５年まで）

配偶者のない職員の扶養親族１人目

借家

扶養手当

通勤手当
交通機関利用

交通用具使用者

2)手当の種類

⑤扶養・通勤・住居手当

(8)特別職の報酬等の状況 (平成19年4月1日現在)

(平成19年4月1日現在)

(平成19年4月1日現在)



①　病院事業
  　1） 職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

　　　

（注）　職員数は、平成19年4月1日現在の人数である。

2） 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成19年4月1日現在）

歳 円 円
歳 円 円
歳 円 円
歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

3) 職員の手当の状況
ア　特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

千円
　円
　％

イ　時間外勤務手当
千円
千円
千円
千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

医師
診療技術員

看護師
事務職員

支 給 実 績 （ 平 成 17 年 度 決 算 ） 42,376
職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 17 年 度 決 算 ） 381

支 給 実 績 （ 平 成 18 年 度 決 算 ） 36,215
職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 18 年 度 決 算 ） 323

夜間看護手当 看護師 夜間看護業務 勤務1日につき2,900円から3,300円

危険手当 診療技術員
放射線業務 給料月額の12％
検査業務 給料月額の8％

手術手当 医師
手術執刀・全身麻酔 手術料・麻酔料の100分の8
手術助手 手術料の100分の4

往診手当 医師 往診 往診料の100分の8

診療行為手当 医師、診療技術員、看護師 診療行為
診療行為に応じて
医師合計120万円以内
その他職員合計5万円以内

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成18年度） 76.5
手当の種類（手当数） 5

支給実績（平成１8年度決算） 86,519
支給職員１人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 856,619

549,539

47.10 350,683 571,954
40.03 302,927 473,289

18年度

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

128 472,837 186,918
人 千円 千円

期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当

2,372,231 △ 402,151 1,187,152

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

％

186,072 845,827 6,608

43.05 336,873

総費用に占める
職員給与費比率

50.0

　　　　　千円 千円

46.04 530,433

％

平成17年度の総費用に
占める職員給与費比率

49.0

千円

1,628,651

区　　分 総費用 純損益又は実
　質収支

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ
18年度 　　　　千円 千円　 千円　

(9)公営企業職員の状況



②　水道事業
  　1） 職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

　　　　　　　

（注）　職員数は、平成19年4月1日現在の人数である。

2） 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成19年4月1日現在）

円 円
（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

3) 職員の手当の状況
ア　特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

千円
　円
　％

イ　時間外勤務手当
千円
千円
千円
千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

給水及び供給作業手当
日額500円
1回1,500円水道の現場に緊急呼出で従事する職員

水道の現場に従事する職員

支給実績（17年度決算） 4,221
職員１人当たり平均支給年額（17年度決算） 325

支給実績（18年度決算） 3,977
職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 234

検針及び徴収手当 検針及び徴収に従事する職員 検針及び徴収業務 日額300円
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度） 70.6
手当の種類（手当数） 2

支給実績（18年度決算） 1,132
支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 94,333

45.09歳 343,843 526,319

17 73,636 9,431

平　均　年　齢 基本給 平均月収額

千円 　　　　　千円 千円 千円

区　　分

18年度 人 千円
　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当

職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり
期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A

千円　
666,288 △ 7,714 118,635

　質収支

18年度 　　　　千円 千円　
Ａ  

区　　分 総費用 純損益又は実 総費用に占める

Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率
職員給与費比率

％ ％
17.8

17年度の総費用に占

16.6

28,993 112,060 6,592



③　ガス事業
  　1） 職員給与費の状況

職員給与費 　（参考）

　　　　　　　

（注）　職員数は、平成19年4月1日現在の人数である。

2） 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成19年4月1日現在）

円 円
（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

3) 職員の手当の状況
ア　特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）

千円
　円
　％

イ　時間外勤務手当
千円
千円
千円
千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

待機手当 男鹿ガス製造所において待機する職員
土曜日、日曜日、祝日及び
年末年始待機業務 昼間・夜間 1回8,000円

平　均　年　齢 基本給 平均月収額
46.05歳 368,679 587,315

支給実績（17年度決算） 3,065

主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

ガスの現場に従事する職員

職員１人当たり平均支給年額（17年度決算） 218

支給実績（18年度決算） 2,513
職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 180

日額500円

手当の名称
検針及び徴収手当 検針及び徴収に従事する職員 検針及び徴収業務 日額300円

給水及び供給作業手当
ガスの現場に緊急呼出で従事する職員 1回1,500円

手当の種類（手当数）

支給実績（18年度決算） 4,895
支給職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 326,333
職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度） 78.9

3

34,268 134,757 7,09219 82,772 17,717

期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A
18年度 人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当
区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

26.1 24.9
18年度 　　　　千円

601,780 20,194 157,185
千円　 千円　

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率
％ ％

総費用に占める
　質収支 職員給与費比率 17年度の総費用に占

区　　分 総費用 純損益又は実



一週間の正規の
　　勤務時間 終了時刻 休憩時間

40時間 17:15 12：00～12：45

部分休業 当該子が３歳に達する日までの間、一日を通じて２時間以内

種　類 取得可能日数

育児休業 当該子が３歳に達する日まで

服忌休暇
親族が死亡した場合で、葬儀、服喪等のため勤務しないことが相当である
と認められるとき（親族区分により定める日数。最高で7日以内）

夏季休暇
夏季における盆等の諸行事、心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充
実のため勤務しないことが相当と認められる場合（5日以内）

配偶者出産休暇 妻の出産に伴い入院の付添い等をする場合。（2日以内）

子の看護等休暇
小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その子の看護等を
する場合で、勤務しないことが相当と認められるとき。（年5日以内）

結婚休暇 職員が結婚する場合。（5日以内）

出産休暇 女性職員が出産する場合。（産前8週間及び産後8週間）

種　類 内　　　　容（日数等）

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献する特定の活動を行う場合で、勤務
しないことが相当であるとき。（年5日以内）

特別休暇
特別の事由により職員が勤務しないことが相当である場合に与えられる。
(主な特別休暇は次の表のとおり｡)

介護休暇
配偶者、父母等の介護をするため、勤務しないことが相当であると認めら
れる場合に与えられる。

年次休暇
１年に20日（新規採用の年は採用月に応じて定められた日数）与えられる。
残日数（20日を限度）は翌年に繰り越すことができる。

病気休暇
負傷又は疾病により療養する必要があり、勤務しないことがやむを得ないと
認められる場合与えられる。（90日）

開始時刻

8:30

種　類 内　　　　　　容

※平成19年4月1日から変更

３　勤務時間その他の勤務条件の状況

(1)勤務時間の状況

(2)休暇の状況
①休暇制度の概要
1)休暇の種類

2)主な特別休暇

3)育児休業等の状況



介護休暇

取得可能者数 取得率(％) 取得者数 取得者数

10 90.0 0 1

　１人当たり
平均使用日数

　E(C/A)

11.4

使用率(％)
D(C/Ｂ*100)

30.8

総付与日数
Ｂ

総使用日数
Ｃ

対象人数
Ａ

21,380 6,590580

9 0.0 08

育児休業（女性） 部分休業

取得者数 取得率(％) 取得者数取得可能者数

育児休業（男性）

②平成18年年次休暇の取得状況 （単位：日）

※平成18年12月31日現在在職職員（長期休職者、派遣職員等は除きます｡）の状況。
　休暇集計期間は平成18年1月1日から平成18年12月31日まで。
　使用日数は、使用数の端数時間部分を日数に切上げした集計となっています。

③平成18年度育児休業・部分休業・介護休暇の取得状況 (単位：人)

※育児休業「取得可能者数」とは、平成18年度に新たに育児休業が取得可能となった職員をいいます。
　育児休業の「取得者」とは、平成18年度に新たに育児休業を取得した者の数をいいます。



計

計

道路交通法違反（その他）

1計 1

監督責任

道路交通法違反（職務遂行中）

一般非行

1

一般服務違反

信用失墜行為 1

行　為　区　分 戒告 減給 停職 免職 計

※平成18年度は上記に該当する分限及び懲戒処分はありませんでした。

刑事事件に関し起訴された場合

職制､定数の改廃､予算の減少により廃職、過
員を生じた場合

職に必要な適格性を欠く場合

心身の故障の場合

降給

勤務実績がよくない場合

区　　　　分 降任 免職 休職

４　分限及び懲戒処分の状況
(1)平成18年度分限処分の状況
　分限処分とは、職員が疾病等のためその職責を果たせない場合などに、公務
　能率の維持及び適正な運営の確保を目的として行う不利益処分（降任・免職
　・休職・降給）のことをいいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

(2)平成18年度懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職員が法令に違反した場合などに、公務における規律と秩序の
　維持を目的として行う不利益処分(戒告・減給・停職・免職)をいいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：件)

５　服務の状況
(1)服務規律の内容
　職員の服務に係る倫理の保持に一層努める旨を平成18年4月、6月、8月、12月
　に通知しています。



派遣研修

県・市町村職員合同研修 5

9

1

4

人事管理研修 1

クレーム対応研修 12

新規採用職員研修

市町村職員中央研修所

係長研修

市町村職員海外研修

徴収事務研修

地域包括支援センター職員研修

自治大学

中堅職員研修

東北自治研修所中堅職員研修

行政法研修

4

1

1

2

1

1

2

3

1

独自研修
60

専門研修

区　　　　　分 受講者数

課長補佐研修 2

84

75

職員接遇研修

市町村職員合同研修

27

勤務評定研修

中堅職員研修

政策法務研修

６　研修の状況

(単位：人)(1)平成18年度に実施した研修の状況



区分 受診者

定期健康診断 434

胃検診 19

人間ドック 138

不認定 継続審議

公務災害

通勤災害

※平成18年度公務災害の申請はありませんでした。

認　定
申請

（希望受診）

（希望受診）
※共済組合からの助成あり

内容

(全員対象)
身体測定、胸部Ｘ線、血圧、尿、心電図、血
液（35歳、45歳以上）、眼底、視力、聴力

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
　労働安全衛生法第66条の規定に基づき平成18年度に実施した健康
　診断等の受診状況、および平成18年度に発生した公務災害の件数
　を掲載しています。

(1)健康診断等の状況 (単位：人)

(2)公務災害の状況 (単位：件)

　(3)利益の保護（公平委員会への申立）

　　職員は､給与、勤務時間その他の勤務条件に関して、使用者である地方
　　公共団体の当局が必要な措置を執るべきことについての要求を、また
　　その意に反して懲戒処分等不利益な処分に関して、それについての不服
　　申立てを公平委員会に対してすることができることとなっています。
　　平成18年度において措置要求及び不服申立てはありませんでした。
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